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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年9月27日(2012.9.27)

【公表番号】特表2009-540072(P2009-540072A)
【公表日】平成21年11月19日(2009.11.19)
【年通号数】公開・登録公報2009-046
【出願番号】特願2009-514707(P2009-514707)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｇ  69/44     (2006.01)
   Ｃ１１Ｄ   3/37     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ   8/88     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   1/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   3/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｇ  69/44    　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/37    　　　　
   Ａ６１Ｋ   8/88    　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/00    　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/06    　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/02    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｑ   1/00    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/00    　　　　
   Ａ６１Ｑ   3/00    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年8月8日(2012.8.8)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　パーソナルケア、ホームケアまたは衣類ケアにおける用途のための組成物であって、
少なくとも２個の一般式（Ｉ）
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【化１】

（式中、
Ａは、（Ｃ６～Ｃ２４）アリールジラジカル、置換された（Ｃ６～２４）アリールジラジ
カル、（Ｃ２～２４）（シクロ）アルキルジラジカルまたは置換された（Ｃ２～Ｃ２４）
（シクロ）アルキルジラジカルであって、前記置換基がＣ１～２０アルキル又はＣ１～２

０アルケニル基であり、
Ｒ１～Ｒ６は、水素であり、
Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－ＣＯ－Ｒ
７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０または
－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７は、Ｃ１～２０アルキルであり、
Ｒ８およびＲ９は、互いに独立して、ジ－（Ｃ１～２０アルキル）アミノ－Ｃ１～２０ア
ルキル基であるか、または
Ｒ８およびＲ９は、Ｒ８およびＲ９が結合される窒素原子と一緒になって、Ｎ－メチルピ
ペラジノ基またはＮ－メチルモルホリン基を形成させ、
Ｒ１０は、ポリエチレンオキシドメチルエーテル、ポリプロピレンオキシドメチルエーテ
ル及び／又はポリテトラヒドロフランであり、
ＮＨｅｔは、イミダゾール、置換されたイミダゾール、ベンズイミダゾール、置換された
ベンゾイミダゾール、１，２，４－トリアゾール、置換された１，２，４－トリアゾール
、ヒダントイン、又は、置換されたヒダントインであり、
ｎ、ｍおよびｏは１に等しく、
但し、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロ
アルキルまたはＣ６～１０アリールである）
の基を保有する有効量の縮合ポリマーを含み、
　前記縮合ポリマーは、一般式（ＩＩ）
【化２】

（式中、
Ｒ１～Ｒ６およびｎ、ｍおよびｏは、式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
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Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｒ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０

または－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７～Ｒ１０および－ＮＨｅｔは式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
但し、Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１の少なくとも１個はヒドロキシであり、Ｘ１１、Ｘ２

１およびＸ３１の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキルまた
はＣ６～１０アリールである）の化合物と、
一般式Ａ（ＣＯＯＨ）２（ＩＩＩ）のジカルボン酸又はその環式無水物と
の重縮合、及び、得られた縮合ポリマーに含まれる窒素基の四級化またはプロトン付加に
よって得ることができる、
組成物。
【請求項２】
　前記重縮合に、
一般式　Ｒ７（ＣＯＯＨ）（ＩＶ）の酸、
および／または一般式　ＨＮ（Ｒ８，Ｒ９）（Ｖ）のジアルキルアミン、
および／または一般式　Ｒ１０ＯＨ（ＶＩ）のアルコール、
および／または一般式　Ｈ－ＮＨｅｔ（ＶＩＩ）の複素環式化合物が更に存在する、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個はヒドロキシである）の基が存在する請求項１または２に記載の組成物。
【請求項４】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－Ｏ－ＣＯ－Ｒ７である）の基が存在する請求項１に記載の組成物。
【請求項５】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）である）の基が存在する請求
項１または２に記載の組成物。
【請求項６】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０である）の基が存在する請求項１に記
載の組成物。
【請求項７】
　前記縮合ポリマー中に少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の
少なくとも１個は－ＮＨｅｔである）の基が存在する請求項１に記載の組成物。
【請求項８】
　式（ＶＩＩＩ）
【化３】

（式中、Ｙは
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【化４】

であり、
Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６およびＲ１７は、互いに独立して、水素原子、
または（Ｃ１～Ｃ８）アルキル基であり、ｐおよびｑは１である）
で表される少なくとも１種の追加のアルカノールアミンを重縮合方法において用いる請求
項１に記載の組成物。
【請求項９】
　少なくとも２個の一般式（Ｉ）
【化５】

（式中、
Ａは、（Ｃ６～Ｃ２４）アリールジラジカル、置換された（Ｃ６～２４）アリールジラジ
カル、（Ｃ２～２４）（シクロ）アルキルジラジカルまたは置換された（Ｃ２～Ｃ２４）
（シクロ）アルキルジラジカルであって、前記置換基がＣ１～２０アルキル又はＣ１～２

０アルケニル基であり、
Ｒ１～Ｒ６は、水素であり、
Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－ＣＯ－Ｒ
７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０または
－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７は、Ｃ１～２０アルキルであり、
Ｒ８およびＲ９は、互いに独立して、ジ－（Ｃ１～２０アルキル）アミノ－Ｃ１～２０ア
ルキル基であるか、または
Ｒ８およびＲ９は、Ｒ８およびＲ９が結合される窒素原子と一緒になって、Ｎ－メチルピ
ペラジノ基またはＮ－メチルモルホリン基を形成させ、
Ｒ１０は、ポリエチレンオキシドメチルエーテル、ポリプロピレンオキシドメチルエーテ
ル及び／又はポリテトラヒドロフランであり、
ＮＨｅｔは、イミダゾール、置換されたイミダゾール、ベンズイミダゾール、置換された
ベンゾイミダゾール、１，２，４－トリアゾール、置換された１，２，４－トリアゾール
、ヒダントイン、又は、置換されたヒダントインであり、
ｎ、ｍおよびｏは１に等しく、
但し、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロ
アルキルまたはＣ６～１０アリールである）
の基を保有する縮合ポリマーであって、
　前記縮合ポリマーは、一般式（ＩＩ）
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【化６】

（式中、
Ｒ１～Ｒ６およびｎ、ｍおよびｏは、式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、または基－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｒ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０

または－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７～Ｒ１０および－ＮＨｅｔは式（Ｉ）において前に定義された通りであり、
但し、Ｘ１１、Ｘ２１およびＸ３１の少なくとも１個はヒドロキシであり、Ｘ１１、Ｘ２

１およびＸ３１の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキルまた
はＣ６～１０アリールである）の化合物と、
一般式Ａ（ＣＯＯＨ）２（ＩＩＩ）のジカルボン酸又はその環式無水物と
の重縮合、及び、得られた縮合ポリマーに含まれる窒素基の四級化またはプロトン付加に
よって得ることができる、
縮合ポリマー。
【請求項１０】
　前記重縮合に、
一般式　Ｒ７（ＣＯＯＨ）（ＩＶ）の酸、
および／または一般式　ＨＮ（Ｒ８，Ｒ９）（Ｖ）のジアルキルアミン、
および／または一般式　Ｒ１０ＯＨ（ＶＩ）のアルコール、
および／または一般式　Ｈ－ＮＨｅｔ（ＶＩＩ）の複素環式化合物が更に存在する、
請求項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１１】
　Ｘ１、Ｘ２およびＸ３が互いに独立して基－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）で
ある請求項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１２】
　Ｘ１、Ｘ２およびＸ３が互いに独立して基－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０である請求
項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１３】
　Ｘ１、Ｘ２およびＸ３が互いに独立して基－ＮＨｅｔである請求項９に記載の縮合ポリ
マー。
【請求項１４】
　式（ＶＩＩＩ）
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【化７】

（式中、Ｙは
【化８】

であり、
Ｒ１２、Ｒ１３、Ｒ１４、Ｒ１５、Ｒ１６およびＲ１７は、互いに独立して、水素原子ま
たは（Ｃ１～Ｃ８）アルキル基であり、ｐおよびｑは１である）
で表される少なくとも１種の追加のアルカノールアミンを重縮合方法において用いる請求
項９に記載の縮合ポリマー。
【請求項１５】
　請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物を含むヘアケア配合物。
【請求項１６】
　前記縮合ポリマーが６００ｇ／モル～５０，０００ｇ／モルの間の重量平均分子量を有
する請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１７】
　前記縮合ポリマーの分子当たりの末端基Ｘ１、Ｘ２および／またはＸ３の平均数が２～
２５０の間である請求項１～８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１８】
　６００ｇ／モル～５０，０００ｇ／モルの間の重量平均分子量を有する請求項９～１４
のいずれか一項に記載の縮合ポリマー。
【請求項１９】
　２～２５０の間の前記縮合ポリマーの分子当たりの末端基Ｘ１、Ｘ２および／またはＸ
３の平均数を有する請求項９～１４のいずれか一項に記載の縮合ポリマー。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００１】
　本発明は、超分岐縮合ポリマーに基づくパーソナルケア組成物、ホームケア組成物およ
び衣類ケア組成物と新規超分岐縮合ポリマーに関する。より詳しくは、本発明は、一態様
において、トリスメチレン－アミノメタン基に結合されたアミド結合を含む少なくとも１
個の単位をポリマー主鎖中に有する超分岐縮合ポリマー（以後、縮合ポリマーとも呼ぶ）
に基づくパーソナルケア組成物およびホームケア組成物に関する。詳しくは、こうした縮
合ポリマーは、少なくとも２個の一般式（Ｉ）
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【化１】

（式中、
自由結合はポリマー主鎖に伸び、
Ａは、任意に置換された（Ｃ６～Ｃ２４）アリールジラジカルまたは任意に置換された（
Ｃ２～Ｃ２４）（シクロ）アルキルジラジカルであり、
Ｒ１～Ｒ６は、互いに独立して、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキルま
たはＣ６～１０アリールであり、
Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互いに独立して、水素、ヒドロキシ、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ

１～２０アルコキシ、Ｃ３～７シクロアルキル、Ｃ６～１０アリール、または基－Ｏ－Ｃ
Ｏ－Ｒ７、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ１０

または－ＮＨｅｔであり、
Ｒ７は、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキル、Ｃ６～１０アリール、あるいは
ポリマーまたはオリゴマーのラジカルであり、
Ｒ８およびＲ９は、互いに独立して、（Ｃ１～２０）アルキルまたは（Ｃ６～１０）アリ
ール基；あるいは、少なくとも１個のヘテロ原子を含有する基によって置換された（Ｃ１

～２０）アルキルまたは（Ｃ６～１０）アリール基であるか、または
Ｒ８およびＲ９は、Ｒ８およびＲ９が結合される窒素原子と一緒になって、任意に１つま
たは幾つかのＣ原子が－ＮＨ、－Ｎ－（Ｃ１～２０）アルキル、－Ｎ－アリール、－Ｏ－
または－Ｓ－によって置換されている５員環または６員環を形成させ、
Ｒ１０は、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロアルキル、あるいはポリマーまたはオリ
ゴマーのラジカルであり、
ＮＨｅｔは、互いに独立して、窒素原子を経由して縮合ポリマーに結合された１環式、２
環式または多環式の窒素含有複素環式基であって、芳香族であっても、あるいは部分的に
水素添加されていてもまたは完全に水素添加されていてもよく、窒素、酸素または硫黄な
どの追加のヘテロ原子を含有してもよく、そして任意に置換されていてもよい窒素含有複
素環式基であり、
ｎ、ｍ、ｏは、互いに独立して１～４の整数であり、好ましくは、ｎ、ｍおよびｏは１に
等しく、
但し、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３の１個以下は、水素、Ｃ１～２０アルキル、Ｃ３～７シクロ
アルキルまたはＣ６～１０アリールであり、
前記窒素含有基は四級化またはプロトン付加されていてもよい）
の基を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００７】
　一実施形態において、本発明の組成物は、少なくとも１個の式（Ｉ）（式中、Ｒ１～Ｒ
６が水素である）の基が存在する縮合ポリマーを含む。
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【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２１】
　前に定義された少なくとも１個の一般式（Ｉ）（式中、Ｘ１、Ｘ２およびＸ３は、互い
に独立して、基－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－Ｎ（Ｒ８，Ｒ９）、－Ｏ－ＣＯ－Ａ－ＣＯ－ＯＲ
１０または－ＮＨｅｔであり、Ｒ１～Ｒ６、Ｒ８、Ｒ９および－ＮＨｅｔは前に定義され
た通りであり、窒素含有基は四級化されていてもよい）の基を含む縮合ポリマーは新規で
あり、従って、こうした縮合ポリマーも本発明の目的である。
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